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①個別最適な学びは次期学習指導要領の
どこに落とし込まれるか？

（次期学習指導要領にむけた審議まとめの方向性）



審議まとめの方向性

①「個別最適な学び」は次期学習指導要領のどこに落とし込まれるか

②「中核的な概念」による深い理解から「統合的な理解」「総合的
な発揮」へ、最後の問題点は？

③ 総合的な学習･探究の改善点－情報教育とのカップリングからマイ
探究（個人探究）へ

④ 学習評価（観点別評価）－学びに向かう力・人間性等を各教科等
の個別水準で見取れる形式を示せるか？

⑤ 高校にとっての柔軟な教育課程－義務教育段階での施策とのズレ
をどのように埋めるか



総則・評価特別部会や各教科等
ワーキンググループにおける議

論を踏まえ⼀部内容を更新
2026年1⽉29⽇最新版

『論点整理』（2025年9⽉25
⽇）



4

次期学習指導要領の基盤としての
『論点整理』（2025年9月25日）

① 深い学びの実装

② 多様性の包摂

③ 実現可能性の確保

① ②

③
現行の学習指導要領

「道半ば」



「個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実」の授業開発
（令和の日本型学校教育答申、2021年1月）

単元内自由進度学習 5



を主として「個別最適な学び」を位置づける

『論点整理』（2025年9月25日）

一斉・グループ・個
別といった様々な形
態の効果的な組み合
わせ

「個に応じた指導」
を発展させる形で整
理してはどうか
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文部科学省初等中等教育局教育課
程課教育課程企画室 (編)

『個別最適な学びと協働的な学びの一
体的な充実のためのサポートマガジン
『みるみる』』（令和7年4月）
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この説明は混乱を招いています

⼊
れ
る
な
ら
こ
こ
で
し
ょ
う
！



Point１

【基本編①】
これからの時代に求められる子供たちの資質・能力

「主体的・対話的
で深い学び」の視
点に立った授業改
善を行うことで、
学校教育における
質の高い学びを実
現し、学習内容を
深く理解し、資
質・能力を身に付
け、生涯にわたっ
て能動的（アク
ティブ）に学び続
けるようにする

「個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実」をガイドする
『みるみる』の基礎編①で、まず「主体的・対話的で深い学び」
を説くことから始めている



Point２ 全ての子どもが「主体的・対話的で深い学び」をできるとは限ら
ず、「個別最適な学び」を提唱する必要があった（令和答申）。

・子供の多様性、特異性の配慮
・誰一人取り残さず全ての子供に（包摂性）

Point３ その上で「協働的な学び」
を追加

・個別最適な学びで「個が
孤立してしまわないよう
に」配慮

基礎編②

基礎編②
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Point４

基礎編②

全ての子どもが「主体的・対話的で深い学び」をできるとは限ら
ず、「個別最適な学び」を提唱する必要があった（令和答申）。

・子供の多様性、特異性の配慮
・誰一人取り残さず全ての子供に（包摂性）

ここに注目
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Point5

基礎編③

学習は「（集団）全体－協働－個別（個）」のバランスの中で行
われる

12



2025年4⽉23⽇配信
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個に応じた指導の二側面
①指導の個別化
②学習の個性化 は最終的にどこに落とし込まれるか？

(1) 自己調整方略を始めとする学習方略の指導
(2) デジタル学習基盤の徹底的整備
(3) 柔軟な教育課程（調整授業時数制度）

＞「裁量的な時間」



総則・評価特別部会（令和7[2025年]12月15日） 15
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• GIGAスクール構想第２フェーズ

• 情報活用能力は特定教科だけで育てる
ものではなく、全教科・探究・日常学
習を通して育成する

• デジタル教科書
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『論点整理』（2025年9月25日）

をカップリングさせて、各教科等へ拡げる戦略

• 「教科情報」（情報科、
情報･技術科[仮称]）を
中核に据える。生成AI
の対応も専門的に対応
して教育課程全体へ拡
げる

• 情報活用能力は特定教
科だけで育てるもので
はなく、全教科・探
究・日常学習を通して
育成する



義務教育段階の の方向性（調整授業時数制度）

＜裁量的な時間＞
(1) 柔軟な教育課程の

ねらい
(2) 多様性の包摂
(3) 個に応じた指導

・探究の深掘り
・復習や発展的学習など自己
調整学習など

(4) 教員の研究・研修等
の時間の充実

（柔軟な教育課程のねらい）
・ 学校独自のカリキュラム･マネジメントのいっそうの推進を促す
・ 学校教育目標に基づく資質･能力の育成
・ 独自の事情（児童生徒の能力や特性、地域事情など）を考慮した学校の
取り組み

『論点整理』（2025年9月25日）

（論点整理資料を若干修正）
既存教科等への
時数の上乗せ

②

①

③
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個に応じた指導の二側面
①指導の個別化
②学習の個性化 は最終的にどこに落とし込まれるか？

(1) 自己調整方略を始めとする学習方略の指導
(2) デジタル学習基盤の徹底的整備
(3) 柔軟な教育課程（調整授業時数制度）

＞「裁量的な時間」




